
 

 

 

 

 
 

最も優先すべきは命を守ること 
校長 青海 正 

 

日本は、台風、大雨、大雪、洪水、土砂災害、地震、津波、火山噴火などの自然災害が

発生しやすい国土です。世界で起こったマグニチュード６以上の地震の 18.5％が日本で

起こり、世界の活火山の 7.1％が日本にあるそうです。また、全世界の災害で受けた被害

金額の 17.5％が日本の被害金額となっています。世界の国の数が 196 か国（日本が承

認している国の数）であることを考えると、このように、日本は世界でも災害の割合が高

い国です。 

先月８日に宮崎県沖、日向灘を震源とする地震があり、宮崎県で最大震度６弱を観測す

るなど、各県で負傷者が相次ぎ、九州や四国では津波も観測されました。現在の地震学で

は、地震発生の場所や時間を前兆現象などから言い当てる「地震予知」はできません。つ

まり、科学がここまで進歩した人類の英知を結集しても、いつ地震が発生するのか正確に

予知することはできません。しかし、大きな地震の後にその近くで地震が頻発することは

分かっている。確率が高まっているという危機感をもち、少しでも現状を見直したり、足

りない備えがないかを再確認したりして、少しでも備えることにより、被害を減らすこと

が大切です。 

また、台風は毎年、夏や秋にかけて日本にやってきます。そして、大雨や土砂災害、高

潮などの災害をおよぼすことがあります。今年は、７月下旬の記録的な大雨の影響による

土砂崩れなどにより甚大な被害を山形・秋田の両県に、さらに台風 10 号では、全国的に

風雨が強まり、土砂災害、洪水などの被害をもたらました。日本に住んでいる以上、台風

から逃れることはできません。 

私たちは日頃から、家庭や学校において、防災対策（準備や訓練）に取り組むことは、

災害による被害を未然に防止することや被害を最小限に抑えることにつながります。何よ

り最も優先すべきは、自分や家族、地域の方々などの、命を守ることだからです。 

 

９月の主な予定 
2 日(月) 始業式 避難訓練（集団下校） 13 日(金) 生徒会選挙立会演説会 

 職員会議 16 日(月) 敬老の日 

4 日(水) 社会科見学（１組） 18 日(水) 移動教室始(1 年) 

5 日(木) 補習教室～6 日（金） 20 日(金) 移動教室終(1 年)、実力テスト（３年） 

9 日(月) 中間考査（社・数）給食なし  22 日(日) 秋分の日  

 上級学校訪問（１組） 23 日(月) 振替休日 

10 日(火) 中間考査（英・理・国）給食あり  25 日(水) 特別支援連合運動会  

11 日(水) 区陸上競技大会 27 日(金) 英検②（３年公費）５・６カット 

 修学旅行・移動教室前検診 30 日(月)  学校運営協議会(16:00～) 
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職場体験（２年） 

７月３日（水）～５日（金）の３日間、58 の事業所に分かれ職場

体験を行いました。販売・レジ打ち・施設管理・接客・保育など、

日頃は「サービスを受ける立場」で生活していますが、「お客様に価

値を提供する側」として各事業所で貴重な体験をしてきました。事

業所で働く方々から、働き方や仕事の魅力について体験とともに丁

寧に優しくご指導いただきました。今後の事後学習では、各自でス

ライドにまとめ、クラスでプレゼンテーションを行います。職場体

験を通して、生徒が今後の人生や進路を考えるきっかけとなること

を願います。 

進路説明会 
７月５日（金）に３年生の保護者、生徒を対象に第１

回進路説明会が行われました。進路担当より進路選択に

向けての心構えとして、人生観・職業観・自己理解を深

めること、そして都立・私立・その他の学校についての

特色などを説明させて頂きました。今後、各家庭におい

て生徒と保護者が十分に話し合い、実際に高校等に足を

運び、自分の目で見ることで進路選択を進めていってほ

しいと思います。また受験制度の具体的なシステムを知

ることも不可欠になります。ご不明な点などございまし

たら早めに学年教員にご相談ください。第２回の進路説

明会は 10 月 15 日（火）を予定しています。 

志茂田の学び舎 
志茂田小学校との連携の名称を「志茂田の学び舎」と

して研究を推進しております。研究主題は「個性が開花

する児童・生徒の育成～自己有用感を育む異学年での交

流・学習を通して～」です。7 月 10 日には令和 7 年 1 月

28 日の研究発表に向けて、各

部会の取組みや発表形式など

について検討を行いました。

また、6 月 25 には合同の避難

訓練も行われました。 

（写真は避難訓練時の様子） 

卒業生の話を聞く会（３年） 
今回は都立大崎高校１年在学中の平原 誉さん、そして

法政大学経営学部１年在学中の渡邉康輔さんの２名を

お招きしました。平原さんからは､進路選択の動機につ

いて詳しい説明があり、また通学時間のことや高校生活

について３年生にとっては参考となる話を多く聞くこ

とができました。また渡邉さんからは、受験勉強の方法

など参考となる話がありました。大学受験を経験したか

らこその「高校受験はゴールではなく通過点」という言

葉が印象的でした。今回、先輩

方の貴重な体験談を聞くこと

で、高校生活や受験勉強につい

てイメージができ、これからの

進路を考える良い機会になりま

した。                     

学校運営協議会 
 7 月 13 日（土）に地域集会室にて、学校運営協議会が

行われました。 

 学校側からは、志茂田中学校の現状、各学年の１学期

の取り組みと課題、学校全体として今後に向けてどのよ

うに取り組んでいくのか、などの説明を行いました。委

員の方々からは、学校公開の参観を通して見られた学校

生活の様子や日常の生徒の姿などの質問や意見などが

出ました。また、新しくなる 

通学バッグについての意見交換 

も行いました。 

 これからも地域の方々と共 

に、志茂田中学校がより良く 

なっていけるよう開催してい 

きます。 

学校安全衛生委員会 
７月は「熱中症」について内科校医の横山先生からご

講話頂きました。熱中症とは高温多湿な環境に長くいる

ことで、徐々に体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体

温調節機能がうまく働かなくなり、体内に熱がこもった

状態を指します。屋外だけでなく室内で何もしていない

ときでも発症し、救急搬送され場合によっては命を落と

してしまうこともあります。熱中症について正しい知識

を身に付け、体調の変化に気を付けるとともに、 周囲

にも気を配り、熱中症による健康被害を防ぎましょう。

のどの渇きを感じていなくても、細目に水分補給をしま

しょう。暑さを感じなくても 室温や外気温を測定し、

扇風機やエアコンを使って温度調整するように心がけ

ましょう。 

終業式・始業式 
７月 19 日（金）の１学期の終業式そして 9 月 2 日（月）

の始業式では式後に部活動などの表彰が行われ校長先

生より賞状やトロフィーが手渡され、全校生徒・教職員

より称賛されました。多くの部活動において３年生は引

退となりましたが、今後の活躍を期待しています。 

始業式では校長先生より全校生徒に向けて「２学期の

目標は何ですか？」という問いかけがありました。目標

をもって生

活し、実り

の多い２学

期になるこ

とを期待し

ています。 

公費負担による実用英語技能検定 
大田区では、第３学年の全生徒を対象に、公費負担による日本英語検定協会の「実用英語技能検定（英検）」が

実施されます。今年度は 9 月 27 日（金）の午後に実施する予定です。３年生は全生徒が受検、１・２年生は希望

者（有料）のみの受検となります。その他の生徒は給食後の下校となります。 


